
問題��　関数�\ �[�������[ �� �の値域を求めよ。 問題��　関数�\ �[ ��[���の最小値を求めよ。 問題��　P�がすべての実数値をとって変化するとき、直線�O：\ P[� �P �が

　　　通過する領域を求め、図示せよ。
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⑩ x = 1 のとき最小値3 ,
代入してすべての 直線 を 求めるのは 困難である 。

d そこで 、 逆の発想 として 通過領域内 の 点 はその 点 を 通る
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考え方二 (逆像法 による解法 )
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。

考 え囲 ( # )
y = 3 のとき

、
3 = 2xt 1

七 {
y = 3 になるような実数xガ

定義域内 に存在する 点 い , 2 ) を通 る ?
m

' tm - 2 = 0
:

m =
- 2

,
1 ← 点 い . 2

)～
mmを通

⇒
x = 1 ( 1 ≡ x ≡ 2をみたす)

よ

Y = 4 のとき
,

4 = x
2
- 2 x + 4 印 x [ x - 2 ) = 0 実数m が存在 直線 が 2 本ある

。

直線 が 1 本 ある
。Y = - 3 のとき 、 - 3 = 2 x t

1
←□ - 3 となるような実数

xが定義域内 に存在な

:
。
[= 0 , 2

← ( Y = 4 となる実数x が 存在する )mm 1 点 に」ーµ 1 を 良 る ? ⇒ m - omt 9 =

0
∴mnが

存在 * 歩 -L

9 ) を

点 いを 違 る⇒ m - nに0iu性在
← 点 り1

算
∴:

。

7C = - 2 ( - L ≡ x ≤ 2 をみたさない )
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直線 は 1 本 もない
。

Y = K となるような 実数 xが 定義域内に 存在 する 条件でmmnnw これを 一般化すれば、
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実数m が存在しない

k のとりうる範囲 つまり Y のというる 範囲 が求まる
。

y = k 数 存在 する条件でな実 xがとなるよう . 実数 mが存在 しない
W

kのというる 範囲 つまり Y のとりうる 範囲 が求まり
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最小値 が求まる
。
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(書 き 方 2 ) y = 2 x t 1 をみたす実数xが - 1 ≡[ ≤ 2 に 存在 する
したがては ≥ 3 より 、 最小値3 ,

" ( * ) の 判別式 を D とすると D ≡ 0 である 。

ような Y のとりうる範囲 を考える
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( * ) をみたす実数2が存在するとき BO である
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右図 の 斜線部 。
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D14 ≡ 0 よ 》 ( - ( 4 - ∂ ) ≥θ ⇒ Yz } 最小値3 , ただし 、境界 を 含む 。


